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「ニュージーランド南島地震災害」に対する 
国際消防救助隊の派遣について（最終報） 

 

平成２３年３月２３日（水）１２時００分  

消 防 庁  

 

１ 地震の概要 
①  発生日時   平成２３年２月２２日（火） ８時５１分頃 

         （現地時間２月２２日１２時５１分頃 ※時差：当地＋４時間） 
②  震 央 地 名        ニュージーランド南島クライストチャーチ市近郊 

（南緯 43．600°、東経 172．710°） 
③  震源の深さ   約５㎞ 
④  規   模   マグニチュード６．３（推定値）  
⑤  津   波  この地震による日本への津波はなし 

 
２ 被害状況（１１日１０時００分（日本時間）現在） 

① 死亡確認  １６６人 
② 行方不明者 １１８人 
③ 邦人行方不明者 ２４人 
 

３ 派遣期間及び派遣先 
  平成２３年 ２月２３日（水）～平成２３年３月１２日（土）（１８日間） 
  ニュージーランド クライストチャーチ 
 
４ 派遣隊の構成 
  【第１陣】 
  国際緊急援助隊救助チーム    ６６名 
  （消防庁・警察庁・海上保安庁・外務省・JICA等からなる混成チーム） 
   うち 
  国際消防救助隊（IRT―JF） 計１７名 
  （内訳）消防庁（国際緊急援助隊救助チーム副団長）   １名 
      東京消防庁                  ６名 
      京都市消防局                 ３名 
      千葉市消防局                 ３名 
      相模原市消防局                ２名 
      高松市消防局                 ２名 
 

【第２陣】 
国際緊急援助隊救助チーム    ３２名 

  （消防庁・警察庁・海上保安庁・外務省・JICA等からなる混成チーム） 

  うち  国際消防救助隊（IRT―JF） 計８名 
  （内訳）消防庁（国際緊急援助隊救助チーム副団長）   １名 
      東京消防庁                  ５名 
      新潟市消防局                 ２名 
 

【第３陣】 
国際緊急援助隊救助チーム    ３２名 

  （消防庁・警察庁・海上保安庁・外務省・JICA等からなる混成チーム） 

  うち  国際消防救助隊（IRT―JF） 計８名 
  （内訳）消防庁（国際緊急援助隊救助チーム副団長）   １名 
      東京消防庁                  ５名 
      福岡市消防局                 ２名 
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５ 派遣経過  
【２月２２日（火）】  
・ 現地での救援活動に係る調査を目的として、外務省、消防庁及び国際協力機構（Ｊ
ＩＣＡ）から成る緊急調査チーム（計３名）を派遣（２月２２日１８：３０成田発 
ＮＺ９０便）。  
・ ニュージーランド政府より、我が国政府に対して援助要請があり、日本国政府が
国際緊急援助隊救助チームの派遣を決定。  

・ ２１時５０分、消防庁長官が国際消防救助隊（IRT-JF）の派遣を決定し、各担当
登録本部に派遣準備を要請。  

・ ２月２３日（水）１０時３０分までに成田空港第２ターミナルビルに集結を要請。
  
【２月２３日（水）】  
・ 国際消防救助隊を含む国際緊急援助隊救助チームは、２３日１４時３分政府専用
機で成田空港を出発。  
以下、現地時刻  
 

【２月２４日（木）】  
・ クライストチャーチ空港に４時１５分到着。  
・ 空港を６時４５分頃出発し、緊急調査チームと合流。現地活動本部予定地に移動  
して、各国救助チームの打ち合わせ（ＮＺ主催、豪州、台湾、シンガポール、日本
参加）で活動本部設営及び被災現場確認の後、ＣＴＶビルにおいて１１時から活動
開始。  

・ ＣＴＶビルにおいて国籍・身元不明の複数の遺体を発見、収容。２４日は２４時
間体制で救助活動を実施。  

 
・ ＣＴＶビルでは、豪州の救助チームと連携して救助活動を展開。  
 
【２月２５日（金）】  
・ ＣＴＶビルで２４時間体制で活動を実施。  
・ 米国、英国、及び中国チームが現地到着。  
 
【２月２６日（土）】  
・ 午後からＣＴＶビルでの捜索救助活動に中国隊（総勢１０名）が合流。  
・ １４時に豪州隊がＣＴＶビルの現場から引き揚げ、ニュージーランド隊が日本隊
と連携し継続活動。日本隊は２４時間体制で活動を実施。  

 
【２月２７日（日）】  
・ ＣＴＶビルで活動を実施。  
 
【２月２８日（月）】  
・ ＣＴＶビルで活動を実施。  
・ 国際消防救助隊を含む国際緊急援助隊救助チームの交代要員３２名のうち２１名
が、１８時３０分、ＮＺ９０便で成田空港を出発（うち消防庁１名、東京消防庁５
名）。  

【３月１日（火）】  
・ ＣＴＶビルで活動を実施し、１８時００分終了。  
・ 第２陣２１名は、クライストチャーチ空港に８時５５分到着。１４時２０分に日
本隊と合流し、引継。  

・ 後発の第２陣１１名が、１８時３０分、ＮＺ９０便で成田空港を出発（うち新潟
市消防局２名）。  

 
【３月２日（水）】  
・ 第２陣は、引き続きＣＴＶビルで活動を実施。  
・ 後発の第２陣１１名は、クライストチャーチ空港に１２時２０分到着。１３時３
０分に日本隊と合流。  

・ 国際消防救助隊１７名を含む国際緊急援助隊救助チームの６５名（第１陣）は、
政府専用機で１７時５５分（日本時間）クライストチャーチ空港を出発。 
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【３月３日（木）】 
・ 国際消防救助隊１７名を含む国際緊急援助隊救助チームの６５名（第１陣）は、
８時５０分（日本時間）成田空港到着。 

・ 第２陣は、 ＣＴＶビルで７時２０分から活動を実施し、２０時００分終了。 
 
【３月４日（金）】 
・ 第２陣は、ＣＴＶビルで７時２５分から活動を実施し、２０時３０分活動終了。 
 
【３月５日（土）】 
・ 第２陣は、ＣＴＶビルで７時５０分から活動を実施し、１６時００分活動終了。 
・ 国際消防救助隊８名を含む国際緊急援助隊救助チーム交代要員３０名程度（第３
陣）が６日にニュージーランドに出発する予定（うち消防庁１名、東京消防庁５名、
福岡市消防局２名） 

・ 現地で活動中の国際緊急援助隊救助チーム第２陣は、８日に現地を出発し、帰国
する予定。 

 
【３月６日（日）】 
・ 第２陣は、ＣＴＶビルで７時３０分に全員で黙とうをささげた後、他国のサイト
を視察し、１３時に活動終了。 

・ 国際消防救助隊８名を含む国際緊急援助隊救助チームの２９名（第３陣）が６日
１８時３０分、ＮＺ９０便で成田空港を出発（うち消防庁１名、東京消防庁５名、
福岡市消防局２名） 

 
【３月７日（月）】 
・第３陣２９名は、９時にオークランド空港に到着。 
・第３陣１２名は、１４時１０分にオークランドを出発、１５時 35分にクライスト
チャーチ空港に到着。 

・第３陣１７名は、１４時４５分にオークランドを出発、１６時０４分にクライスト
チャーチ空港に到着。 

・第３陣２９名は、１７時１５分日本隊と合流。 
 
【３月８日（火）】 
・第３陣は、サムナミュージーアムで活動開始。 
・国際消防救助隊８名を含む国際緊急援助隊救助チームの３２名（第２陣）は、１５
時３２分（日本時間）成田空港到着。 

 
【３月９日（水）】 
・第１小隊は、オーストラリア隊と合同で活動開始。 
・第２小隊は、ニュージーランド隊と合同で活動開始。 
・１８時４７分活動終了。 
 
【３月１０日（木）】 
・商用施設を中隊で検索活動実施。 
・ＣＴＶビル周辺のサーチ活動を２回実施。 
・１８時３０分活動終了 
 
【３月１１日（金）】 
・ＣＴＶビル周辺の目視検索を実施。 
・第３陣全員で黙祷を捧げた後、撤収準備。 
 
【３月１２日（土）】 
・国際消防救助隊８名を含む国際緊急援助隊救助チームの３１名（第３陣）は、任務
を終了し、１６時３５分（日本時間）成田空港到着。 

 
本報告を以て、最終報とします。 


